
 経済日誌２００９年９月  

注）１ＤＨ（ディルハム）＝約１１.5 円 

 

Ｉ．モロッコ国内経済 

１． 指標等 

  

①２００８年公的債務残高の減少1

 ２００８年の国庫債務のＧＤＰ比は４７．３％と２００７年の５３．５％より大きく減少した。対内債務は

６７億ＤＨの減少。一方、対外債務は前年比で９．８％上昇した。対外債務に占める国庫債務の割

合は５１．２％。１９９８年は７０．２％、２００３年は６２．６％と徐々に減少している。 

▸２００８年公的債務残高：３２６０億ＤＨ (前年：３２９８億ＤＨ) 

▸２００８年対内債務は前年より減少：２５７１億ＤＨ (前年：２６３８億ＤＨ) 

▸２００８年対外債務は前年より上昇：１３４０億ＤＨ（前年：１２２０億ＤＨ） 

 

 

２． 建設・公共事業・インフラ等 

 

①地中海道路 Ajdir－El Jebha区間開通2

地中海道路の Ajdir(Al Hoceima) － El Jebha 区間（１０３km、総工費１６．５億 DH）が開通。総工

費の８１％（１３．４億 DH）は EU からの無償資金協力、残りはモロッコ設備運輸省による出資。残り

は EL Jebha － Tetouan 区間（１２０ｋｍ、総工費２３億ＤＨ）のみとなるが、本区間も２００８年に着工

されており、２０１２年に開通する予定。費用は、日本からの円借款とモロッコ設備運輸省による出

資。 

 

②アガディールリゾート計画3

 アガディール北方３０キロメートルに位置する Imi Ouaddar でＣＧＩによるリゾート開発が１１月から

開始。ベッド数８０００床、投資額４億ＤＨ。 

 

 

 

                                                 
1 エコノミスト（９月１５日） 
2 エコノミスト（９月１０日） 
3 エコノミスト（９月４日） 
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３． 農業・漁業 

 

① Plan Maroc Verｔ 「農業近代化計画」4 

農業改革に関する計画である Plan Maroc Vert は、農業開発庁（ADA: Agence de 

développement agricole）設立で一歩前進した。ADA は、農業開発に関するすべての分野につい

ての研究を行い、政府に行動計画などを提出する機関。１５００以上のプロジェクトを実施する予定

で、このため１０年で１４７０億ＤＨが投資される予定。。農作物への付加価値付与のための２０のプ

ロジェクト（投資額８０億 DH）は既に承認された。バイオ燃料開発なども検討中。 

 

② ２００９－２０１０年農業・漁業省の行動計画5

 ２００９－２０１０年農業省の行動計画は次の３本柱を中心に策定されている。１．穀物生産の流れ

の改善：補助金などにより厳選した種子の利用を可能とし、生産性を向上させる。２．灌漑管理：灌

漑面積７３％を対象に局所灌漑の整備を行い(５５万ヘクタール)、２０２０年までに１５億㎥の水資源

の節約に繋げる。３．官民共同の農業投資：１３１のプロジェクトに７７億ＤＨの投資。 

 

③Plan Halieutis「漁業近代化計画」6

２９日、農業・漁業大臣は、国王臨席の下、持続性・パフォーマンス・競争力の３つをキーワー

ドに１６の計画を発表。農業分野に引き続き、漁業分野でも２０２０年までに近代化を図る。漁

業分野は国際需要の減速で痛手を負っている分野。漁業のあり方を今一度考え、国際競争

力をつけ、組織化していくことが不可欠になっている。陸揚げから流通までの流れを見直すこ

とで、競争力を強化。同時に、生きた一次産品としての保存状態を見直し、国内需要を掘り起

こし、世界の市場への食い込みを図る。モロッコの漁業が世界に占めるシェアは３．３％で２０２

０年までには５．４％まで増加させる。 

 

計画には、養殖業の開発（２０億ＤＨの投資）、資源量を管理するための魚種別資源量の把

握・研究が行えるようなシステム構築、荷揚げ設備の更新、非正規雇用から正規雇用への雇

用制度の見直しなどが含まれる。 

 

２０２０年までの目標数値 

 ２００７年 ２０２０年 推移 

ＧＤＰ ８３億ＤＨ １８３億ＤＨ ＋１００億ＤＨ 

直接雇用（漁船以外の

加工・養殖関係者） 

６１，６５０人 １１５，０００人 １．８倍 

                                                 
4 エコノミスト（９月１０日） 
5 ル・マタン（９月１１日） 
6 エコノミスト（９月３０日、１０月５日） 
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間接雇用 ４８８，５００人 ５１０，２００人 ＋２１，５００人 

非正規漁獲高 

 

売上高の３０％

以上に相当 

売上高の１５％

以下 

半分に減少 

輸出高 １２億ドル ３１億ドル ２．６倍 

漁業高 １０３万トン １６６万トン １．６倍 

モロッコ人の魚類消費

年間一人あたり 

１０～１２㎏ １６㎏ １．５倍 

資源量を管理する魚の

種類の割合 

５％の種類 ９５％ ＋９０％ 

                                         （出所）エコノミスト（１０月５日） 

 

④ダムの貯水率7

ダムの貯水率が前年同期３７．４％からほぼ２倍の７３．４％に達した。貯水量としては１１４億㎥

（キャパシティー１５６億㎥）に達した。この貯水量は、農業用水に加えて一部の都市部の必要飲料

水の２～４年分に相当する。 

 

 

４．産業・エネルギー 

 

①メーカー別新車販売状況（２００９年１月～８月）8

完成輸入車、ノックダウン車含む販売数が減速。 

 販売数（１～８月） 販売台数シェア 前年同期比 

ルノー １１８５４ １８．３９ ０．２９ 

ダチア １１８４５ １８．３７ １４ 

プジョー ６６７６ １０．３６ ―１９．８３ 

起亜 ５１２５ ７．９５ ―２１．８９ 

シトロエン ４１５１ ６．４４ ―５．７７ 

現代 ４０８３ ６．３３ ２．３６ 

フォルクスワーゲン ３０９９ ４．８１ ０．１０ 

トヨタ ３０７３ ４．７７ ―３１．７ 

フォード ２７６０ ４．２８ １０．４９ 

フィアット ２２６２ ３．５１ ―１２．９ 

その他 ９５４１ １４．７９  

                                                 
7 エコノミスト（９月１８日） 
8 オジョデュイ・ル・マロック（９月２日） 
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合計 ６４４６９ ―９．６７ 

 

②モロッコ燐鉱石公社（ＯＣＰ）の８月までの業績9

モロッコ燐鉱石公社（ＯＣＰ）の売上高が８月末で１５億ドルに達した。これは２００９年の売上

高見込みの７５％に相当する。 

 

③炭化水素ストック戦略10

モロッコは炭化水素ストックを、現在の４３日分から９０日分とする目標を掲げているが、２０１

０年までにまず６０日分に増加させるべく、設備整備が行われている。モハメディアの拡張工事

（キャパシティー１０万㎥、投資額３億ＤＨ）、マラケッシュのメナラ空港（トータル・シェルによる

建設で２０１０年に完成予定。１８００㎥、５０００万ＤＨ）、第１タンジェ地中海港(３５万㎥、１３億

ＤＨ)、カサブランカ空港（８０００㎥、Afriquia SMDC と Oilibya による）。その他には Jorf Lasfer

や東ナドール地中海港で開発予定。 

 

 

５．その他(金融など) 

 

①ビジネスの行い易さランキング11

世界銀行のレポート「Doing Business 2010」によれば、モロッコのランキングは世界１８３か国中 

２００９年版における１３０位から１２８位へとやや改善。 

・チュニジア：７３位→６９位 

・トルコ：６３位→７３位 

・エジプト：１１６位→１０６位 

・モロッコ：１３０位→１２８位 

・アルジェリア：１３４位→１３６位 

 

②世界経済フォーラムが「世界競争力報告書」(The Global Competitiveness Report 

2009-2010)を発表12

８日、世界経済フォーラムは「世界競争力報告書」を発表。各国の制度、インフラ設備、マク

ロ経済の安定性、民間企業等のパフォーマンスなどにより構成されている。モロッコの競争力

ランキングは１３３カ国中７３位で前年と変わらず。１位はスイス、２位は米国、３位はシンガポール

で日本は８位。なお、全文はwww.weforum.org, The Global Competitiveness Report 2009-2010 で

入手可能。  

                                                 
9 エコノマップ（９月９日） 
10 エコノミスト（９月９日） 
11 世界銀行レポートDoing Business 2010 
12 エコノミスト（９月９日） 
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・チュニジア：３６位→４０位 

・トルコ：６３位→６１位 

・エジプト：８１位→７０位 

・モロッコ：７３位→７３位 

・アルジェリア：９９位→８３位 

 

③今期のスペインのいちご収穫にモロッコ人雇用無し13

今期はスペイン人失業者を優先雇用するため、モロッコ人の季節労働への雇用はなし。いちご

の収穫期になるとスペイン南部 Huelva 地方へ出稼ぎするモロッコ人の数は多い。今期は２１，０００

人をスペイン、東欧から確保する。 

 

④タンジェでMarjane２店目オープン14

 面積８ヘクタール、投資額１．９億ＤＨをかけて大型スーパーマーケット Marjane のタンジェ２

号店がオープンした。２０１４年に拡張する予定。Marjane は今年に入り、フェズ、ナドールにも

新店舗をオープンしている。 

 

⑤ モロッコ郵政公社(Barid Al Maghrib)がAl Barid 銀行を開設15 

モロッコ郵政公社の子会社として Al Barid 銀行が２０１０年第一四半期に開行予定。Barid Al 

Maghrib 総裁は、当初の顧客数は４００万人で２０１５年には６００万人まで増加するだろうと言

及。銀行の開行は郵政公社の株式会社化の一環。同銀行開設により国民の銀行口座保有率

が１０％上昇し全体で４０％を超えることを目指す。 

 

⑥カサブランカ海岸沿いに複合施設Anfa Place計画16

 内務省はカサブランカ海岸沿いにホテル・ショッピングセンター・ビジネスセンターからなる複

合施設を建設する計画について、建設許可条件の調査委員会を立ち上げた。公式発表によ

ると同計画に対しては、市民の生活に悪影響を及ぼすとの訴えがあったとしている。デベロッ

パーはスペイン系 Intervante 社で、すでに２億４０００万ユーロを投資している。 

 

 

 

 

 

 

                                                 
13 エコノマップ（９月２日） 
14 エコノマップ（９月１４日） 
15 エコノマップ（９月２９日） 
16 エコノミスト（９月２２日） 
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ＩＩ．諸外国等との関係 

１． 外国政府との関係 

 

①モロッコー韓国間協力(於：ラバト)17

 モロッコ商工業・新技術大臣と韓国行政大臣がラバトで会談。情報技術の分野で協力することで

合意した。 

 

②モロッコー米国間協力で合意（於：ウィーン）18

放射線・核の緊急事態に対して協力していくことで合意。モロッコが放射線・核の脅威に備えら

れるようにするもの。また両国はＩＡＥＡ委員会の活動を発展させていくことでも合意した。 

 

 

２． 外国企業との関係 

 

①Médi Télécom（Ｍéｄｉｔｅｌ）が１００％モロッコ企業に 

スペイン系 Telefonia とポルトガル系 Portugal Telecom がそれぞれ Médi Telecom の株３２．１８％

（合計６４．３６％）をＣＤＧと FinanceCom に合計８億ユーロで売却。Ｍéｄｉｔｅｌが１００％モロッコ企業

になった。売却までは Telefonia（３２．１８％）、Portugal Telecom（３２．１８％）、RMA Wataniya (１３．

０６％)、FinanceCom（５％）、Holdco（Akwa Group と CDG、１７．５９％)だった。 

 

②リゾート開発計画Azur 計画「Plage Blanche」開発計画のデベロッパー決定19

  Azur 計画の一環である「Plage Blanche」開発計画のデベロッパーがエジプト系

Pickalbatros 社に決定。ホテルは二カ所に建設。面積は６９６ヘクタール。投資額１１５億ＤＨ、

２０００人の雇用創出を見込む。 

（当館注：Azur 計画（６カ所のリゾート開発計画）のうちゲルミンにおける Plage Blanche 計画が

策定されていたが、当初開発を請け負っていたスペイン系 Fadesa 社が２００８年７月に倒産。

その後代わりのデベロッパーが見つからず、計画は一時中断となっていた。） 

 

③マラケッシュでのホテルリゾート開発20

 ア首連系 Jumeirah 社とモロッコ系 SGTM 不動産はマラケッシュにおいて共同でゴルフコース開発

を含めたホテルリゾートを建設する計画に合意。Jumeirah Marrakech Golf & Polo Resort と命名。２

０１３年１月にオープン予定で面積は１７７ヘクタール。 

                                                 
17 ル・マタン（９月１日）、エコノマップ（９月２日） 
18 エコノマップ（９月１６日） 
19 エコノマップ（９月２３日） 
20 エコノマップ（９月２３日） 
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